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菌根菌と呼ばれる機能グ、ループの菌類は、植物の根に共生して植物から光合成産物を得
ている。その代償として、菌根菌は土壌からの水や栄養塩を植物に与え、植物の栄養塩吸
収を支持している。土壌中に存在する菌根菌の菌糸はある植物個体 (A) と他の植物個体
(B)をつなぎ、 Aが得た炭素化合物をBに与える場合があることが実験的に示されてい
る。これは異種間でも同様である。菌根共生は、植物の種間競争を和らげる効果があるこ
とも草地の実験で確認されている。
菌根は根への菌糸の侵入形態からタイプ分けされている。熱帯の多くの植物は VA菌根
菌と呼ばれる菌類と共生している。 VA菌根菌は、まとまった分類群の菌類で、植物と共
生していないと成長・繁殖(無性繁殖のみ)ができない絶対共生菌である。現在 160種ほ
どの 1也菌根菌が記載されている (http://invam.caf.wvu.edu/collection/collection.htm)。
高等植物が26万種で、その過半数がVA菌根菌の宿主となり得ること(機知のデータから
集計された数値に基づく Brundrett，2002)を考えると、 VA菌根菌の種数は非常に少
ない。今後記載が進み、新たな種が見つかったとしても、 1万種に及ぶとは考えにくい。
VA菌根菌の多様性が少ないことは、植物の種多様性の維持に貢献することが期待でき
る。単一の菌根菌種がより多くの植物種を菌糸で、つなぐことにより、多くの植物種間で炭
素化合物の移動が生じ、光に対する競争を和らげる働きがあるかもしれない。土壌中で得
た水や栄養塩を、植物種に関わらず菌根菌が分け与えることによって、地下部での競争も
和らげる働きがあるかもしれない。
また逆に、伐採等の撹乱(土地利用の変化)によって、もともと存在していた多様な植
物の数や量が極端に減少した場合(多くの場合、同時に植物の種多様性も減少する)、 VA
菌根菌の現存量や種数は減少しうる。宿主から得ていた炭素源が激減するからである。再
生産(胞子形成)と炭素獲得が釣り合わない場合、菌根菌の種数も減少する可能性がある。
残念なことに、野外での菌根菌の現存量や種数に関しては、非常に限られた情報しかな
い。特に、土地利用の変化が菌根菌に及ぼす影響について、植物多様性と菌根菌との相互
作用については不明な点が多い。広義での土地利用の変化として、山火事が菌根菌に及ぼ
す影響について調査した筆者らの事例を挙げる(衣笠ら、 2002;衣笠ら、 2003)。広島県
の山火事跡地での植栽の有無と山火事後の年数 (7年、 23年)での比較では、植栽の有無
に関わらず、山火事後7年目のサイトでは 23年目のサイトに比べ、土壌中のVA菌根菌の
胞子数が少ないことが明らかになっている。山火事後 7年目のサイトと 23年目のサイト
では、存在する VA菌根菌のタイプも異なることが明らかになっている。植物種の多様性
は23年目のサイトで最も高く、次いで植栽していない 7年目のサイト、植栽した 7年目
88 
の サ イ ト で あ っ た 。 ま た 、 植 物 の 現 存 量 は 植 物 種 の 多 様 性 は 2 3 年 目 の サ イ ト > 植 栽 し た 7
年 目 の サ イ ト > 植 栽 し て い な い 7 年 目 の サ イ ト で 、あ っ た 。 こ の 場 合 、 植 物 の 多 様 性 そ の も
の よ り も 植 物 の 現 存 量 が V A 菌 根 菌 の 現 存 量 お よ び 種 構 成 に 深 く 関 わ っ て い る と 考 え ら れ
る 。
伐 採 と い う 土 地 利 用 の 変 化 や 伐 採 の 仕 方 ( 撹 乱 の 強 度 の 違 し 、 ) も 、 同 様 に 菌 根 菌 群 集 に
影 響 を 与 え う る だ ろ う か ? い ず れ の ケ ー ス も 植 物 の 多 様 性 と 現 存 量 、 V A 菌 根 菌 の 多 様
性 と 現 存 量 と い う 項 目 に 、 似 た よ う な 関 係 が 見 出 せ る だ ろ う か ? そ の 疑 問 に 答 え る べ く 、
マ レ ー シ ア 、 サ ノ 吋 | 、 | デ ラ マ コ ッ ト に お い て 、 原 生 林 ( サ イ ト 通 称 : Ecological T ra i l ) 、 択
伐 林 ( サ イ ト 通 称 : D o m i n g o ) お よ び 伐 採 林 ( サ イ ト 通 称 : T e n g k u l a p ) の 調 査 枠 か ら 土
壌 を 採 取 し た 。 今 後 、 V A 菌 根 菌 の 胞 子 数 を 計 数 し 、 タ イ プ 分 け を 行 う 予 定 で あ る 。 こ れ
ら の 結 果 を 得 る こ と に よ っ て 、 植 物 の 多 様 性 と V A 菌 根 菌 の 関 わ り に つ い て 、 よ り 深 い 考
察 が で き る も の と 考 え て い る 。
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